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51.非健韓約な方法による筋・畿議代謝に関する研究
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FunctionaJ M議事neticResonance Imagingのうち，

BOLD(blood oxygen} level dependent contr盆S(?1i 

(BOLD-MRI)拭. Oxy・hemogrobin (Oxy-Hb) から

Deoxy-hernogobin (Deoxy-Hめへの緩機業化による礎

イヒ率の変化を. MR欝Ufi象上のイj3守強度の変化として i向i

像化する 11訟である.これまでに打われたBOLD-MRI

による研究のほとんどは路に!認するものであ号，我々

の知る銭ちこれを脅絡筋に遊mした研究はみられない.

Jj誌の賦誌によって怨こる銭サ強度の変化はわずかであ

るのによ七ぺ，綾議代務格の高い骨絡筋のllY.絡では， よ

ち顕著な街号強度の変化を磁像化することが可能であ

ち，務用牲が高いと考えられる.また， BOLD~MRI を

;1] いることにより.a1P縫鎖的に選議btfJの務内部の駿繁

代議撃情報を得ることができる.さらにその博報は腕像

による視覚的なものであることから，より j帯都的に起

こる変化について論じることが可能であると考えられ

る ‘ そ こ で本研究では， BOLD船 MRI

(TR/TE=91rns/60ms; f1ipe angle 40deg) を結いて，

i試綴lflの労務筋肉におけるDωxy-I怜濃度の変化を機像

化することを試みた.被験者は，健常な一般成人4名

(女殺 3名，男性 1名;平均26議)であった.被検者

iま1i~弘伎でコイル内に入り，測定開始かち i 分間の安

静の後，続けて i分間の大腿i現頚筋の静的最大総意筋

i民織を継続的に行い，さらに5分間の安静間援をとった.

このtnJ.BOLD-MR 1による樹畿は， 30秒間に i枚撮橡

された.符られた融1像から，収縮中および筏複製jの外

鱒jよ筋の揺号強撲の変fとを，安静儲からの変化率とし

て詳fuliした.その群j梁，llX総K伴い大総q話綴筋の諮号

~m 1.支が潟鶴を訴す鵠j習が恕められ， Deoxy-Hb濃度の増

加が観察された.さらに，収縮!.Fの務におけるf雲母強

度の変化は，筋全体に;均…なものではなく，持済的に

他より変化の饗しい笛訴が磁{象ょに認められた.また.

1笥お外分光誌を措いて伊'Jj選動について計測したところ，

表場部般のみの務報ではあるものの，紋織に伴い大隊

問議筋にdeo昆ygen制 ionが起こっていることが線認され

た.これらの結果よち. BOLD-M武Iをmいてう号、絡筋の

ifX織における酸素代離についての喜子錨が可能であち，

きらに，骨格筋収舗におけるdeoxygenatiunは宕筋全体

に長g_.なものではなく.緩めて絡所的である可能性が

示i寵された.
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